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学校経営とリーダーを目指す教員に対する期待



〇 将来の変化を予測することが困難な時代（「非連

続」と言えるほど、劇的に変わる状況）

〇 Society 5.0（AI、ビッグデータ、I o T、ロボ

ティクス、イノベーション）

〇 地球規模の諸課題：飢餓・格差・感染症の拡大・

気候変動・自然環境や資源の有限性・紛争など

国境を超えた課題（ローカルでグローバルな課題）

Ⅰ 現在の学校を取り巻く環境

１ 社会の状況(世界共通の状況）



〇 都市化・過疎化の進行

〇 家族形態の変容

〇 価値観やライフスタイルの変容

Ⅰ 現在の学校を取り巻く環境

２ 我が国の社会状況

◎ 地域社会等のつながりの希薄化

◎ 地域住民の支え合いによるセーフテ

ィネット機能の低下



〇 「判断の根拠や理由を示しながら自
分の考えを述べる」ことに課題があ
る。

Ⅰ 現在の学校を取り巻く環境

３ 我が国(昭島市)の子供たちの課題

〇 「自己肯定感や学習意欲、社会参画
の意識等が国際的にみて低い」とい
う指摘がある。



+ 教育活動の多くの機能・役割を担っ
ており、「人格の完成を目指す」と
いう観点から総合的な指導が行われ
ている。

Ⅰ 現在の学校を取り巻く環境

４ 我が国(昭島市)の学校や教員の課題

- 役割や業務を際限なく担うことに
つながりかねない側面がある。

〇 欧米諸国の学校と比較すると



Ⅰ 現在の学校を取り巻く環境

１ 社会の状況：将来の変化を予測することが困難

Society 5.0、地球規模の諸課題

２ 地域社会等のつながりの希薄化

３ 我が国(昭島市)の子供たちの課題：判断や根拠に

基づいた説明に課題、自己肯定感･社会参観意識

の低下

４ 役割や業務を際限なく担う⇒働き方改革

複雑化・多様化した課題

グループではなく、チームとしての学校！



Ⅱ チームとしての学校

校長のリーダーシップの下、カリキュラム、
日々の教育活動、学校の資源が一体的にマネジメ
ントされ、教職員や学校内の多様な人材が、それ
ぞれの専門性を生かして能力を発揮し、子供たち
に必要な資質・能力を確実に身に付けさせること
ができる学校

１ 「チームとしての学校」像

① 専門性に基づく体制の構築

② 学校のマネジメント機能の強化

③ 教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備

2 「チームとしての学校」の具現化



Ⅱ チームとしての学校
３ チームとして学校のメンバーに求められるもの

チームのメンバー
一人一人が…

Mission
（ミッション）

使命・天職

Passion
（パッション）

情熱

Vision
（ビション）

目標・戦略

チームができる！



Ⅱ チームとしての学校

２ チームとしての学校のメンバーに求められる資質・能力

〇 学習指導力

〇 生活指導力
進路指導力

〇 外部と連携
･折衝能力

〇 学校運営力
･組織貢献力

＋ α

参考：「管理職育成指針 平成25年 東京都教育委員会」



Ⅱ チーム学校

２ チーム学校のメンバーに求められる資質・能力

〇 学習指導力

〇 生活指導力
進路指導力

〇 外部と連携
･折衝能力

〇 学校運営力
･組織貢献力

＋ 学校マネジメ
ント能力



Ⅲ 学校マネジメント １ 学校マネジメントとは

① 学校や地域の実態・課題を把握する。
② 課題解決に向けた経営目標を設定する。
③ 経営目標（戦略･計画）を所属職員に理解させ、

保護者・地域等に説明する。
④ 経営目標の実現に向け、所属職員の力を結集さ

せる。

⑤ 経営目標（戦略･計画）を達成するための教育活
動施策・解決策を企画・立案し、共通実践を図
ることで組織的な教育活動を確実に展開する。

⑥ 実践した教育活動を評価し改善につなげる。

①~⑥を具現化する能力＝学校マネジメント能力➡演習





Ⅲ 学校マネジメント

２ 学校マネジメント能力

〇 学校経営力
教育目標の達成のため、学校経営上の課
題を把握し、課題解決のため、組織的に
学校改革を推進することができる。

〇 外部折衝力
保護者や地域、関係機関等との信頼関係
を築き、適切に外部人材を活用した学校
経営ができる。

〇 人材育成力
人事考課制度を効果的に活用し、教職員
の能力開発を行うとともに人材発掘と人
材育成ができる。

〇 教育者として
の高い見識

教育に対する地域、保護者等都民の期待
や保護者のニーズを把握し、高い見識や
教育理念に基づいた学校経営を行い期待
に応えることできる。



Ⅳ 学校マネジメントの展開

１ 経営資源７ｓ

組織力：環境変化に機
敏に対応でき、優位性
のある能力

人材：社会の変化に応じた教
育活動を展開できる卓越した
能力をもつ人材の育成

人材
Staff

文化
Style

価値観
Shared 
Value

能力
Skill

構造
Structure

システム
System

戦略
Strategy

価値観：経営理念を
全員が共有し、日々
の行動で実践する。

文化：自律的に変革していける組
織風土を醸成していく。

戦略：優先順位を明ら
かにして、選択と集中
を進める



Ⅳ 学校マネジメントの展開

１ 経営資源７ｓ 戦略の立案 Strategy

１ 参画力

２ 指導力
(1) 学習指導力
(2) 生活･進路指導力

３ 学年・学級経営力

1

2

3

4

優先順位の選択

重点化･焦点化

あれもこれ
も！網羅的

波及効果



Structure（構造）



Ⅳ 学校マネジメントの展開

１ 経営資源７ｓ System(システム） System

◇ 人事考課制度の活用
① 「拝二小版授業力ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」を7月までに60％、
12月までに80％、２月までに90％を達成し、問題解
決的な学習の充実を図っていく。（目標設定）

② 学期２回による授業観察の視点、指導・助言
の視点（面談）⇒解決方法の決定



Ⅳ 学校マネジメントの展開
１ 経営資源7S

組織力：環境変化に機
敏に対応でき、優位性
のある能力

人材：社会の変化に応じた教
育活動を展開できる卓越した
能力をもつ人材の育成

人材
Staff

文化
Style

価値観
Shared 
Value

能力
Skill

構造
Structure

システム
System

戦略
Strategy

価値観：経営理念を
全員が共有し、日々
の行動で実践する。

文化：自律的に変革していける組
織風土を醸成していく。

戦略：優先順位を明ら
かにして、選択と集中
を進める



Ⅳ 学校マネジメントの展開

戦略
Strategy

構造
Structure

システム
System

価値観
Sharaed
Value

能力
Skill

人材
Staff

文化
Style

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

変えやすい 変えにくい



Ⅳ 学校マネジメントの展開
２ 問題発見 As is/To be（ギャップ分析） 4Pの活用

▷仕事が楽しくない
▷職員室が雑然としている
▷メールでのやりとりばかり
▷会議で発言が少ない
▷ひどく疲れるようになった

As is(現状)

▷達成感を味わいたい
▷ワクワク仕事がしたい
▷さっさと仕事を終えたい
▷たまには一緒に飲みたい
▷仕事を楽しみたい

To be(あるべき姿)

ギャップ

▷職場で対話する場を持つ
▷ムダな業務を洗い出す
▷オフに交流の機会をつくる
▷５Sを心がける
▷キャリア研修を受けてみる。

＝問題

Action(解決に向け〜)



Ⅳ 学校マネジメントの展開

２ 問題発見 As is/To be（ギャップ分析）

4Pを活用して「問題」を明らかにする。

時間（Period） 空間（Perspective）

いつの問題なのか どこの問題なのか

目的（Purpose）
何のための問題なのか
なぜ問題なのか

人間（Position）

誰の問題なのか

問題



Ⅳ 学校マネジメントの展開
２ 問題発見 As is/To be（ギャップ分析） 4Pの活用

▷仕事が楽しくない
▷職員室が雑然としている
▷メールでのやりとりばかり
▷会議で発言が少ない
▷ひどく疲れるようになった

As is(現状)

▷達成感を味わいたい
▷ワクワク仕事がしたい
▷さっさと仕事を終えたい
▷たまには一緒に飲みたい
▷仕事を楽しみたい

To be(あるべき姿)

ギャップ

▷職場で対話する場を持つ
▷ムダな業務を洗い出す
▷オフに交流の機会をつくる
▷５Sを心がける
▷キャリア研修を受けてみる。

＝問題

Action(解決に向け〜)



リスクマネジメント（未然防止の対応）

クライシスマネジメント

事前の
危機管理 ○危険の予知・予測 ○未然防止

○日常の安全点検

緊急事態の
危機管理 緊急時の初動・初期対応 ○緊急時の安全確保

○被害を最小限に抑止 ○ASD（急性ストレス障害）・
PTSD（心的外傷後ストレス障害）への対応

事後の
危機管理

中長期的対応
○再発防止 ○通常生活の再開
○心のケア



ハインリッヒの法則

● 労務災害における
経験則 の一つであ
る。

1件の重大事故の
背後には29件の軽
微な事故があり、そ
の背景には300件
の異常が存在する。



危害をもたらす多様な危機を未然に防止する

② リスクマネジメントの過程

①リスク
の抽出
（発見・
確認）

②リスク
の分析・
評価

③リスク
の処理
方法の
選択

④リスク
の処理
の実践

⑤リスク
の処理
の改善

ＰＤＣＡサイクル化を図る

◇リスクの抽出（発見・確認）
運動時・実習時の事故、特別活動時の事故、交通事故、
不審者の侵入、熱中症、食物アレルギー、食中毒、わいせつ、
暴力行為、個人情報の漏洩･体罰等の服務事故……



さ（最低最
悪の事態を
想定し、最
初の対応を
慎重かつ迅
速に行う）

迅速で丁寧
な初期対応

し（指揮系
統をはっきり
させる）
組織的対応

校長を頂
点とした組
織対応（共
感と誠実な
対応）

す（推測
や憶測で
動かず、
情報を分
析し、正確
な情報を
得る）情報
収集・分析

せ（戦略・
戦術をもっ
て）

首尾一貫
した方針・

多面的・多
角的な対
応策

そ（組織の
役割を明確
にする）

一人一人の
役割の明確
化、最後ま
で遂行

さ し せす せ そ

クライシスマネジメントのポイント



（１） マスコミ報道は排除できない！

３ メディアに対するダメージコントロール①

（２） 事実は隠蔽できない！

排除は決してできないため、ダメージを最小限にとど
めるといった意識をもつこと

事実からは逃れられない、いかに効果的な先手をう
つかが勝負であること

（３） 社会的認識をもって対応！学校の常識は、社会の非常識となるケースがあるた
め、社会的な視点から捉えなおすこと

学校関係者が認識しておか
なければならないこと！



（４） 記者に誠意をもって対応！

３ メディアに対するダメージコントロール②

報道は、１０の情報があれば、６の情報を記事にする。

記者は残りの３の情報を周囲（世間）から補強する！

多くの場合、学校は３程度の情報を記者に提示する！

３の情報を周囲（世間）から補強⇒大体批判的な情報

① マスコミ対応では出さない情報３（個人情報）を決め
ておく。

② 残りの７程度の情報を誠実に、記者に伝える。

記者は、逆に１程度は削ることになり、結果的に正しいこ
とが報道される。

学校関係者が認識しておか
なければならないこと！



高
い

低
い

低い 高い

や
る
気
（W

ill)

能力（Skill)

命令する
Direｃut

指導する
Guide

着火（動機付け）する
Excite

委任する
Delegate

教職員一人一人の Will  と Skill  を把握することが重要



責任と信頼

仕
事
の
レ
ベ
ル
（質
）

低

高

高

レベル１

報告、
連絡のみ

レベル２

解決に
向けて指
導･助言
を求めて
くる

レベル３

解決の
選択肢を
提示

レベル４

選択肢
からベス
ト案を提
示

レベル５

選択肢
を判断し
て実行、
その後、
結果を報
告

人材育成（OJT）の中で「レベ
ル１」から、「レベル２→３→
４･･･」とステップを踏んで歩んで
いくことが重要

Ⅳ 学校マネジメントの展開 ４ 人材育成 / OJT

力量（仕事力）

責
任
感



Ⅳ 学校マネジメントの展開

Q：あなたが今一番、達成したいと願うことは？
Q：５年後に自分がどうなっていたら満足？

目標設定
Goal

現状把握
Reality

Q：自分自身、今の状況は？
Q：課題を３点挙げるとしたら？

資源発見
Resource

Q：実現に向けて、誰かの力を借りるとしたら？
Q：どんな情報があれば前に進むことができる？

選択肢創出
Option

Q：まだ試していない方法にはどんなものがある？
Q：あなたらしい方法には、どんなやり方がある？

意思確認
Will

Q：一番やりやすいものから始めるとしたら？
Q：いつまでに・なにを・どこまで・だれと？



Ⅳ 学校マネジメントの展開
５ 組織形成（チームの形成）

関
係
性
＝
成
果

形成期
Forming

混乱期
Storming

統一期
Norming

互いをよく
知りチームが
抱える課題を
共有する。

互いを尊重
しつつも、ホ
ンネで考えを
ぶつけ合う。

新たな規範
や役割を設定
し、目標に向
けて決意する。

機能期
Performing

時間

自律的な対
話を通じて問
題解決し、成
長を促す。

チーム（組織）は、形成期、混乱期、統一期、機
能期の４段階で成長していく！

この段階を、いかに乗り越えるかが課題



Ⅳ 学校マネジメントの展開 ５ 組織形成（チームの形成）

関
係
性
＝
成
果

形成期
Forming

混乱期
Storming

互いをよく
知りチームが
抱える課題を
共有する。

互いを尊重
しつつも、ホ
ンネで考えを
ぶつけ合う。

新たな規範
や役割を設定
し、目標に向
けて決意する。

時間

自律的な対
話を通じて問
題解決し、成
長を促す。

□ 形成期⇒混乱期⇒統一期⇒機能期の４段階のプロ
セスを充実（意識化を図る）させて、できるだけ活性化
したチームを創るための活動=チーム・ビルディング

統一期
Norming

機能期
Performing

混乱期：チーム(組織)にとって適度な（建設的な）葛藤
は不可欠であり、それを回避したり、安易に妥協した
りしてしまうと、後でどんでん返しにあってしまった
り、不完全燃焼に終わったりして、チームとして組織
が機能しなくなってしまう！



令和４年 ７月 学校マネジメント講座

昭島市立拝島第二小学校

校長 小瀬 和彦
F


